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水不足を強みに変えたシンガポール

世界の水市場でシンガポールの勢

いが目覚しい。「世界のハイド国ハブ

(水ビジネスの中心)」という構想の

下、国を挙げて水ビジネスを育てた。

水処理大手ハイフラックスは、同

国内のみならず、中国・天津市の海

水淡水化プラントや落陽市工業団地

の排水処理を受注。アルジェリアで

は世界最大級の海水淡水化プラント

を建設中で、中東やイン ド、北アフ

リカでも事業を拡大する。

ケッペル、セムコーブなど政府系

複合企業も水ビジネスの国際展開を

進める。シンガポールは今後10年

間で技術 ・製品提供により世界の水

市場の3°/0の獲得を目指す。

もともと深刻な水不足に悩まされ

ていた。狭い国土には天然の河川や

湖がなく、赤道直下で雨量は多いが

蓄水できる土地が少ない。

給水制限が続いた1960年 代以

ベ ドック下水処理場 (写真

上)。下水を再処理して飲用

可能にした水は、ニユーウ

ォーターと呼ばれる。毎年

7月 に開催する「シンガポ
ール国際水週間」はアジア

最大の水の国際会議。今年

は99カ 国か ら ]万 3500

人が参力日した (写真右)

降、シンガポール政府は、自国の水

資源の安定確保に力を注いだ。雨の

貯水、隣国マレーシアからの輸入、

再生水、海水淡水化の 「4つ の蛇口」

と呼ばれる政策を実行 してきた。

とりわけ輸入への依存度は高 く、

国内の水需要の50°/0以上 を賄 って

ぃ た。 だが、2011年 と2061年 に

段階的に供給協定が切れる。2000

年、マレーシアが価格のつり上げを

要求 したことが、自国での水確保 を

強力に推 し進めるきっかけとなった。

水 ビジネス を育成 す る母体 が

PUB(公 益事業庁)で ある。水につ

い ての 関 連 官 庁 を一 元 化 した。

PuBが 主体 となり、外画企業を誘致

し、国内外の水関連企業 との共同研

究や実証実験を進める。

2006年 、政府は水の産業に5年

間で3億 3000万 シンガポール ドル

(約200億 円)の研究開発費 を投 じ

る と発表。2011年 には1億 4000

万シンガポール ドル (約84億 円)の

追加投資を打ち出 した。

世界の水関連企業70社 が同国に

生産や研究の拠点を持つ。米ゼネラ

ル・エレク トリックや仏ヴェオリア、

独シーメンス、東レ、日東電工など有

力企業の誘致にも成功 した。シンガ

ポール国立大学など地元の研究機関

がプ回ジェク トに入り、人材育成 と

ビジネスの国際化 を両立する。

産業育成のため外国企業 を誘致 し

ようとする国は多い。成功の秘訣を

「オープンな環境」とEDB(経 済開

発庁)のゴー・チーキョン局長 (クリ

ーンテクノロジー担当)は語る。

世界的に、水を管理する公的機関

は保守的な傾向がある。だがシンガ

ポールは国を挙げて外国企業を受け

入れる。新規事業のための拠点作り

を助け、ビジネスパー トナーを紹介

し、新技術の実証実験場を提供する。

例えば、下水を再処理 して飲料水

にするプ回ジェクト。ベ ドックやセ

レタなどの下水処理場をテス トベッ

ド(試験用プラッ トホーム)と して

外国企業に開放 し、技術開発 した。

世界の水 ビジネスは100兆 円市

場。日本は水処理膜などの部材で優

位性を持ち、輸出産業として育てる

意向だ。rかつてシンガポールは日本

を手本に経済発展を遂げた。今度は

日本がシンガポールから学ぶ番だ」

とグ回―バルウォータ・ジヤパンの

吉村和就代表は言う。(外薗 祐理子)
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